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PLAP-1) を作製した。コントロールとしてnegative control 配列を導入したHPDL (si control) を用いた。si PLAP-1
を1%酸素濃度下で2時間培養した際のHIF-1のタンパク発現をWestern blotting法にて検討するとともに、核タンパク
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ることが明らかとなった。さらに低酸素状態により発現誘導された PLAP-1 は HIF-1の発現を抑制
的に制御し、そのメカニズムに TGF-が関与していることが明らかとなった。 
以上の研究成果は、低酸素応答における PLAP-1分子の役割の一端を明らかにし、多因子疾患であ
る歯周病の病態を解明する上で重要な知見を与えるものであり、博士（歯学）の学位を授与するのに
値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
